
 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集・発行 

（公財）札幌国際プラザ・ 

札幌ホームステイ協会 

第 91号 2025年 6月  

令和７年度定期総会は、５月１８日（日）午後１時３０

分より、札幌国際プラザ会議室にて、国際プラザから４名

参加のもと、総会員数２９家庭に対し、出席会員数９家庭

/欠席で委任会員数 11 家庭/欠席会員数９家庭で開催され

ました。総会の後、研修と広報に分かれて具体的に今年度

の事業計画について検討を行いました。その結果、研修は

2 回、７月に「日本文化体験交流会」、１０月に「札幌マス

ジド訪問」を行うことが決まりました。広報誌「かけはし」

は 6 月と令和 8 年１月に発行予定です。 

令和 7 年度定期総会のご報告と今年度の事業計画 

 札幌ホームステイ協会の今年度の一大行事として、外国のゲストをお招きして「日本文化体験交

流会」を下記の日程・内容で開催いたします。浴衣着付けや一椀に込められた日本のおもてなし抹

茶体験、そして北海道の夏の風物詩である「北海盆踊り」をみんなで輪になって楽しむ行事です。 

 どうぞお誘い合わせの上、ご参加下さいますようご案内申し上げます。 

申込方法：いずれの場合も、参加者全員の名前と年齢、着付けの希望をご記入ください。 

①オンライン申込： 

 右記の QR コードを読み取り、「メール作成画面はこちら」にお進みください。⇒ 

②メール：sapporo_homestay@yahoo.co.jp（札幌ホームステイ協会） 

③FAX：011-211-3673（札幌国際プラザ気付）  

④TEL：011-211-2105（札幌国際プラザ ホームステイ担当） 

申込締切：7 月 7 日（月） 

日 時  7 月 12 日（土） 14：00～16：00 ※13：30 から受付開始 

会 場  札幌国際プラザ（中央区北 1 条西 3 丁目 札幌 MN ビル 3F） 

内 容  浴衣着付け、抹茶体験、北海盆踊り、交流会 

     ★詳細は添付のチラシにてご確認ください★ 

参加費  ホームステイ協会会員：ご家族含め無料 

     会員ではないホームステイボランティア登録家庭および外国人ゲスト： 

     お一人 500 円（小学生以下無料） 

      

 

「日本文化体験交流会」のご案内 

 札幌ホームステイ協会 会長 細川 道子 

mailto:sapporo_homestay@yahoo.co.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「JENESYS2024」インドネシア若手外交官・若手行政官ホームステイ 

2025 年 2 月 21 日（金）～23 日（日） 

 ホームステイボランティア 5 家庭がインドネシアからの 10 名の若手外

交官・若手行政官のホームステイを受け入れました。雪のない国から札幌

にやってきた彼らは、未だかつて体験したことのないことを行ったり、ホ

ストとの掛け替えのない時間を過ごしたりしました。 

 あるホスト（中央区 M さん）家庭での様子をご紹介します。 

月/日 時刻 行動内容 交通手段 メニューなど

17:30 自宅出発 自家用車

18:30 対面式

19:30 夫を迎えに一緒に札幌駅へ

20:00 帰宅し雪かき 初めての雪かき

20:30 娘たちと対面 お土産いただく

21:00 夕食 たこ焼き、煮物など和食

おしゃべり 家の懸垂マシンで懸垂挑戦

23:30 入浴（一人シャワー）

就寝

6:30 起床

入浴（もう一人シャワー）

7:00 お魚買いに場外市場へ 自家用車 一人は船の料理人で日本の魚に興味津々

8:30 帰宅し朝食 市場で買った鮭でお茶漬け、お漬物

9:30 雪かき

10:00 おしゃべり 眠そう

11:00 大倉山シャンツェ 自家用車 初めてのリフト乗車

11:30 大倉山ミュージアム クロスカントリーレースなど体験

13:15 帰宅

２人イビキかき爆睡 起きる気配なし。昼食も食べていない

16:00 夫が夕食材料買いにスーパーへ

18:00 ２人起きてきて夕食 手巻き寿司

おしゃべり 自宅の懸垂マシンで懸垂挑戦

またお土産いただく

22:00 入浴（一人シャワー）

23:00 就寝 疲れたようですぐに寝た

7:00 起床

7:30 朝食

入浴（もう一人シャワー）

9:00 雪かき お願いしなかったのに雪かきをしてくれた

9:20 部屋の片づけ 布団カバーなどすぐに洗濯できるようにしてくれた

9:30 家を出発 自家用車

10:30 留学生センターで歓送会

2/23
（日）
3日目

2/22
（土）
2日目

2/21
（金）
1日目



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年 3 月 2 日（日） 14 組 25 人を 10 家庭で受け入れました。 

～「しゃべるのが好き！食べるのが好き！」～ 

 

去る 3 月 2 日、国際プラザにはたくさんのゲストとホストファミリーが集まっていました。ゲーム

でホストファミリーともうち解け、いざ、Let’s go to my home! 

  

まずは「おやつタイム」、お餅を焼き、みたらしタレときな粉でいただきました。 

 晩ご飯の時に、食べ物の話題で盛り上がり、Ala さんの家庭のカレーの話に 

なりました。 

 「食べたいネ！」「うん、食べたい！」「じゃ、もう 1 回集まる？！」 

 「グループ LINE 作って日程調整しよう」「グループ名は『雪見だいふく』」 

 翌日には Ala さんのピーマンのカレーを食べる日が 3 月 8 日（土）に決定しました。 

 

 当日、最寄り地下鉄駅に集合。材料は Ala さんが全て準備してきました。全粒粉の小麦粉はチャパ

ティのため、ピーマン５個、カレーの香辛料、チャイ用の紅茶と香辛料（チャイマサラというブレン

ドした瓶詰めでした。これ便利！） 

 なんと！ホントに持ってきたピーマンを全部使ったカレー。これがなんとピーマンが美味しい！！ 

 そして、チャイは一人２枚、全部で 10 枚焼きました。実家ではお母さんが朝と夜に４４枚ずつ２回

チャパティを焼くんだそうです。家族構成は親族合わせて１１人で暮らしていて、一人分４枚用意す

るんだそうです。お母さん、凄いです！ 

 J 君は３月末には帰国し、A さんは ALT の期間がもう少し有り、Ala さんは就職活動が始まり、

「また、集まろうネ」と約束しましたが、叶っていません。そろそろ、私から近況をグループ LINE

「雪見だいふく」に送り、三人の返信を待つことにしましょう。 

ホームビジットメンバー 

J 君：日本語学校生のアメリカの青年 

A さん：ALT 教師のアメリカの女性 

Ala さん：北大の大学院生のインドの女性 

この日の献立 

おやつ：みたらしタレ・きな粉の焼き餅 

夕 食：手打ちうどん・野菜天ぷら、 

      雪見だいふく 

  （北区・H さん） 
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札幌国際プラザより 

 札幌もすっかり夏らしくなってまいりました。皆様、お元気にお過ごしでしょうか。 

 去る 6 月 14 日、「ホームステイボランティア説明会」を開催し、23 家庭の方にご参加いただき

ました。そのうち 18 家庭がホームステイボランティアに登録され、活動の輪がさらに広がりました。

当日ご協力くださったご家庭、そして新たにご登録いただいた皆様に心より感謝申し上げます。 

 実り多い国際交流の時間をお過ごしいただけますよう、引き続き事業の運営に努めてまいります。

今年度もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

編集後記（広報幹事 山本 紀美代） 

 世界が目まぐるしく変わる中、昨年度に続き今年度も「かけはし」の発行ができることに喜びを感じて

います。会員同士のコミュニュケーションの一端を担うことができますように！ 

   

札幌ホームステイ協会より〜一層の充実を〜 

令和 7 年度も引き続き会長に承認された細川です。三役共々役員一同続投になります。変わらぬ

ご厚情を宜しくお願い致します。 

昨年度は、新役員体制で 3 つの行事を企画し実施致しました。会員様はじめゲストの皆様の満足

の様子、担当役員の献身的な活躍、プラザ様のご協力で、良かった楽しかったと高評価を頂きました

事、感謝しています。 

2 年目は、試される年度とも言われます。今年度は 3 つの行事から、負担を軽減してじっくりと

会員同士も楽しめるように、2 つの行事に絞りました。一つ目は、7 月 12 日(土)ゲストをお招きす

る「日本文化体験交流会」で、浴衣着付け教室、抹茶体験、盆踊りなどを計画しています。二つ目は、

10 月の登録家庭中心の「札幌マスジド訪問」で、ムスリムの食事での懇談会も計画しています。お

一人でも多くの皆様のご参集をお待ちしています。 

末文になりましたが、プラザ様の変わらぬご支援・ご協力を宜しくお願い申し上げます。 

会長 細川 道子 

 

 我が家にゲストが来た時は、基本的にすぐ家族と思って迎えます。 

 私はいつも親から教わったことを実行しています。小さい時から沢山の人達がよく家に来て

いました。母はいつも来てくれる人に心を込めて料理を作り、心からおもてなしをしていまし

た。その姿を見て育った私はいつでもそれを守っています。 

 ゲストを迎える際には、コミュニケーションを大切にしています。様々な国の文化を知るこ

とは大きな喜びであり、ゲストの方々も日本へ来ることをワクワクしていたと思います。人種

や国によって文化は異なりますが、思う心は同じです。それを一緒に共有することによって、

お互いが理解し、国際交流に、世界平和に繫がって行くと私は思っています。 

私流ゲストのおもてなし（中央区 E さん） 


